
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: ○複数の新聞記事を比べて読むことで、伝えたいことを明確に伝えるために言葉を選ぶことが大切であることを理解した。また、子ども新聞を活用することは、内容理解の面で有効であった。
○テーマ別に記事をスクラップしていたので、授業ですぐに活用することができた。今後も、必要に応じて、すぐに活用できるような資料の収集や整理をしていきたい。
○現在の社会に目を向けるという視点で新聞記事を読むことは、有効であると感じた。国語科だけでなくいろいろな教科で実践していけるよう学年間で共通理解を図り計画的に行っていきたい。
	TextField2: 　隣市である宇佐市の特攻隊に所属していた人の現在の思いを綴った記事を示したことが、「平和」について真剣に考えようとする意欲につながった。
　テロの記事などが、今現在も平和とは言えないという考えの根拠となった。
	TextField2: 　○読み手に理解されやすく説得力のある『平和」についての意見文を書こう
１．学習の見通しを持つ。（２）
　・「今、平和と思うか」について考えを交流し、平和についての意見文を書いていくことを知る。
　・モデル意見文の構成や内容を読み取り、理解されやすく説得力のある意見文にするための方法を見つける
２．「平和」について自分の考えを持つために、教材文や新聞記事を読み、必要な情報や筆者の考えを押さえ　　る。（２）
３．教材文などから抱いた「平和」に対する自分の考えをまとめ、構成メモをつくる。（１）
４．自分の考えをより具体的にしたり根拠づけたりするために、関連する資料を探し、要旨をとらえたり引用　　できる資料を選んだりする。（２）
５．自分の意見が説得力をもつように，書きぶりを考えながら意見文を書く。（２）
６．グループで意見文を発表し合い資料の使い方の妥当性や構成の効果について助言し合う。（１）
７．助言をもとに効果的に書けたところを確かめ、学習をまとめる。（１）
	TextField2: 「わたしにとっての『平和』」「平和のとりでを築く」〈教科書教材）
　新聞記事・平和に関する図書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　１３時間
	TextField2: 　理解されやすく説得力のある意見文を書くための方法が分かったか。
　自分の考えを支える為の資料を選び、構成の効果を考えた意見文を書くことができたか。
	TextField2: 　現在の社会に目を向け、複数の文章、資料を比べたり重ねたりして読み、自分の考えを持とうとする態度を育てる。読み手に理解されやすく説得力ある「平和」についての意見文を書くことができる。
	TextField2: 「平和」についての考えを提案する意見文を書こう
	TextField2: 国語　３９人
	TextField2: 第６学年
	TextField2: 衛藤恭子
	TextField2: 豊後高田市立桂陽小学校
	TextField1: 自ら学ぶ力を育てる情報活用指導の取り組み



